
小学校・中学校の令和６年度がスタートして２カ月が過ぎました。学校運営協議会だより第２号は、本年
度小・中学校が目指す教育について CS コーディネーターが、それぞれの校長先生からお聞きしましたイ
ンタビュー内容をまとめてお伝えしたいと思います。

ＣＳコーディネー
ターより令和６年度
の学校経営について
３点お聞きします。
まず、小学校島校長

先生よろしくお願いします。

Q １ 小学校の子ども達には、どの
ような姿に成長してほしいと思われ
ますか？

京極町の目指す子ども像「ふるさ
と京極の未来を思い、語れる子」を受
け、本校は、下の囲み枠に示す３点
を、目指す子ども像としています。

①自分で考え、表現し合って高め合う子

②お互いに認め合って協力できる子

③自分の体に興味を持ち、高めようと取り組む子

Q ２ そのためには、具体的にどんな力を育てることが必要ですか？

京極町の子どもたちは、中学校卒業時までに身につけさせたい力(資質・能力)は、人間形成力・
社会形成能力といった「つなぐ力」や、課題解決能力・課題対応能力といった「学びを拓く力」を育
てることが必要なことから、小学校段階では、次の３つの力を育むことが必要だと考えています。
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◆京極小学校の子どもたちに身につけさせたい力
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校長の島朋朗です。

よろしく

お願いいたします。



Q ３ それらの力を育てるために、どんなことに取り組まれますか？

こんなふうに取り組みを進めたいと思います。下の図にまとめました。

続いて、中学校林尚起校長先生にお聞きし
ます。先生よろしくお願いします。

Q １ 中学校の子ども達には、どのような姿に
成長してほしいと思われますか？

京極町は「ふるさと京極の未来を思い、語れ
る子」を、目指す生徒像としています。そこで、
中学校は、「探究」をスローガンに、次の３つを
生徒像として取組を進めていきます。

Q ２ そのためには、具体的にどんな力を育てることが必要ですか？

小学校段階では、３つの力を育むため、小学校Ｑ３に示した取り組みを進めます。中学校においても、
次の３つの力を育みます。

Q ３ それらの力を育てるために、どんなことに取り組まれますか？
こんなふうに取り組みます。

CS コーディネーター

・考えて話し合う授業

・ＴＴ 習熟度別指導

・ＩＣＴの有効活用

・つけたい力の重点的指導

・家庭学習の工夫

知 徳 体

・「みんなの大切」の浸透

・考えて、話し合う道徳の休業

・道徳の授業研究

・児童会「いじめ防止」の活動

・言葉づかい見直し習慣

・重点強化の運動の継続

・縦割り班なわとび

・体力テストの２回実施

・体力向上習慣

校長の林尚起です。

よろしく

お願いいたします。

探究力を高める授業改善
デジタル教材の効果的活用
人権意識を高める生徒の取組
生徒が企画運営する行事
地域課題を探究する「総合」
生き方を考える進路学習

第１号中村教育長さんにインタビ
ュー、第２号は小学校島校長先生・
中学校林校長先生にインタビュー
を行いました。第３号は、第１回学
校運営協議会の様子をお伝えしま
す。

◆京極中学校の子どもたちに身につけさせたい力

問題発見・企画・遂行 協働・コミュニケーション 試行錯誤・イノベーション

知識や技能を生かす
知識や技能、人をつなぐ
「よりよい」を創り出す


